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公
園
樹
木
管
理
に
お
け
る
地
上
s
L
A
M
 

レ
ー
ザ
機
器
に
よ
る
三
次
元
計
測
の
可
能
性
 

ア
ン
ア
航
測
株
式
会
社
 

西
日
本
国
土
保
全
コ
ノ
サ
ル
影
謝
技
籍
 
横

田

潤

一

 
郎
 

一
．
は
じ
め
に
 

公
園
の
樹
木
は
、
来
訪
者
に
快
適
な
 

環
境
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
防
災
 

や
生
態
系
に
対
し
て
も
大
き
な
効
果
を
 

も
つ
。
近
年
は
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
 

の
主
役
と
し
て
、
そ
の
役
割
の
再
評
価
 

が
進
み
つ
つ
あ
る
。
 

樹
木
の
管
理
に
あ
た
っ
て
は
、
保
有
 

財
産
と
し
て
の
樹
木
の
状
況
把
握
や
、
 

維
持
管
理
予
算
の
算
定
基
礎
資
料
と
し
 

て
、
通
常
、
「
樹
木
台
帳
」
が
整
備
さ
れ
 

る
。
な
お
、
樹
木
は
成
長
す
る
イ
ン
フ
 

ラ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
台
帳
は
定
期
的
 

に
更
新
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
樹
木
は
、
老
 

齢
化
や
大
径
木
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
 

も
多
く
、
近
年
は
樹
木
の
損
傷
や
倒
木
 

の
リ
ス
ク
も
増
大
し
て
い
る
。
平
成
一
一
 

九
年
の
台
風
二
一
号
で
発
生
し
た
、
多
 

数
の
風
倒
被
害
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
 

ろ
で
あ
る
が
、
災
害
で
な
く
て
も
、
倒
 

木
・
落
枝
に
よ
る
事
故
報
道
を
目
に
す
 

る
機
会
も
増
え
て
き
て
い
る
。
 

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
正
確
に
現
 

状
を
反
映
し
た
樹
木
台
帳
の
必
要
性
は
 

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
 

膨
大
な
樹
木
の
台
帳
を
正
確
か
つ
高
頻
 

度
で
更
新
す
る
た
め
、
計
測
の
抜
本
的
 

な
効
率
化
が
必
要
で
あ
る
。
 

今
回
、
環
境
省
京
都
御
苑
管
理
事
務
 

所
の
業
務
に
お
い
て
、
地
上
レ
ー
ザ
測
量
 

機
器
を
用
い
た
樹
木
台
帳
更
新
の
検
討
 

を
試
み
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
そ
の
技
 

術
的
内
容
と
展
望
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
 

一
一
．
従
来
の
樹
木
計
測
に
替
わ
る
さ
 

ま
ざ
ま
な
レ
ー
ザ
ス
キ
ャ
ナ
技
術
 

樹
木
台
帳
の
最
も
基
本
的
な
項
目
は
、
 

樹
種
、
位
置
、
樹
高
、
直
径
で
あ
る
。
 

従
来
は
、
位
置
は
測
量
で
、
樹
高
は
測
 

竿
や
樹
高
測
定
器
、
直
径
は
直
径
割
巻
 

き
尺
や
輪
尺
を
用
い
て
計
測
す
る
必
要
 

が
あ
っ
た
。
一
本
一
本
の
樹
木
を
、
手
ば
 

か
り
で
測
っ
て
い
く
た
め
、
作
業
効
率
 

は
悪
か
っ
た
。
計
測
し
や
す
い
環
境
で
、
 

ど
ん
な
に
効
率
的
に
作
業
を
進
め
た
と
 

し
て
も
、
日
あ
た
り
の
進
捗
は
数
百
本
、
 

面
積
で
一
m
程
度
が
限
界
と
思
わ
れ
る
。
 

従
来
の
計
測
に
替
わ
る
技
術
と
し
て
 

は
、
多
様
な
レ
ー
ザ
ス
キ
ャ
ナ
技
術
が
 

あ
る
。
航
空
レ
ー
ザ
測
量
や
、
車
両
か
 

ら
計
測
す
る
M
M
s

（
モ
ー
ビ
ル
マ
ッ
 

ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
）
な
ど
は
、
さ
ま
ざ
 

ま
な
測
量
業
務
で
実
用
化
さ
れ
て
い
る
。
 

樹
木
の
計
測
シ
ー
ン
で
も
、
航
空
レ
ー
 

ザ
測
量
は
人
工
林
の
資
源
量
解
析
、
M
 

M
s
は
街
路
樹
台
帳
の
作
成
で
既
に
実
 

績
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
技
術
 

で
は
、
樹
木
の
根
本
や
幹
周
り
に
死
角
 

が
生
ま
れ
る
た
め
、
樹
木
が
ラ
ン
ダ
ム
 

に
並
ぶ
公
園
で
は
活
用
が
難
し
い
課
題
 

が
残
っ
て
い
た
。
こ
の
他
、
地
上
据
え
 

置
き
型
の
レ
ー
ザ
ス
キ
ャ
ナ
も
存
在
す
 

る
が
、
こ
ち
ら
も
死
角
を
な
く
す
た
め
 

に
は
多
数
の
計
測
点
か
ら
計
測
を
行
い
、
 

計
測
後
に
は
点
群
デ
ー
タ
の
マ
ッ
チ
ン
 

グ
処
理
を
別
途
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
 

積
極
的
な
利
用
は
広
が
っ
て
い
な
い
。
 

こ
の
よ
う
な
中
、
新
た
に
s
L
A
M
 

技
術
を
用
い
た
レ
ー
ザ
計
測
機
器
が
登
 

場
し
た
。
s
L
A
M

(Sinlultane
o
us 

」o
calizati
o
n
A
n
d
M
a
p
p
i
n
g
）
と
は
、
 

ロ
ボ
ッ
ト
や
機
械
に
搭
載
し
た
距
離
セ
 

ン
サ
ー
や
カ
メ
ラ
で
取
得
し
た
情
報
か
 

ら
、
自
身
の
位
置
推
定
を
行
い
な
が
ら
、
 

地
図
の
作
成
を
同
時
に
行
う
技
術
で
、
 

今
日
、
自
動
運
転
技
術
で
開
発
が
盛
ん
 

な
分
野
で
あ
る
。
s
L
A
M

レ
ー
ザ
計
 

測
は
、
可
搬
性
の
高
い
ハ
ン
ド
ヘ
ル
ド
 

型
レ
ー
ザ
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
っ
て
歩
き
な
 

が
ら
計
測
す
る
た
め
（
写
真
1
）
、
複
 

雑
な
立
体
情
 

報
の
計
測
で
 

は
機
動
力
の
 

点
で
優
位
で
 

あ
る
。
マ
ッ
 

チ
ン
グ
も
計
 

測
と
平
行
し
 

て
自
動
で
処
 

理
さ
れ
る
た
 

め
、
効
率
的
 

に
計
測
を
行
 

う
こ
と
が
で
 

き
る
。
 

－

「

‘

」

」

‘

(

 

'4
・、
》 

三
．
s
L
A
M
計
測
導
入
に
 

よ
る
成
果
 

今
回
の
試
行
で
は
、
京
都
御
苑
の
苑
 

内
（
面
積
一
約
四
一
血
、
対
象
樹
木
】
 

約
一
万
八
、
〇
〇
〇
本
）
を
、
s
L
A
 写真1 計測実施状況と計測機材 
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M

レ
ー
ザ
測
量
に
よ
っ
て
計
測
し
た
 

（
写
真
2
）。 

も
っ
と
も
大
き
な
成
果
と
し
て
は
、
 

す
べ
て
の
区
画
・
樹
木
を
、
計
六
日
で
 

計
測
す
る
こ
と
が
で
き
た
点
で
あ
る
。
 

実
地
検
証
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
も
し
 

従
来
手
法
に
よ
り
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
を
用
 

い
て
測
量
す
る
と
し
た
ら
、
数
週
間
か
 

ら
数
力
月
の
現
地
作
業
量
が
必
要
で
あ
 

っ
た
と
試
算
し
て
い
る
。
s
L
A
M

レ
 

ー
ザ
計
測
に
つ
い
て
も
、
計
測
デ
ー
タ
 

か
ら
樹
木
を
自
動
で
計
測
す
る
技
術
な
 

ど
、
よ
り
効
率
化
を
図
る
た
め
の
課
題
 

も
ま
だ
ま
だ
多
い
が
、
 
一
万
本
を
超
え
 

る
樹
木
の
形
状
デ
ー
タ
を
、
わ
ず
か
数
 写真2 計測例 

日
で
計
測
で
き
た
の
は
画
期
的
で
あ
っ
 

た。 s
L
A
M

レ
ー
ザ
計
測
の
、
「
移
動
 

し
な
が
ら
物
体
の
位
置
情
報
を
連
続
的
 

に
取
得
す
る
」
計
測
方
法
も
、
樹
木
計
 

測
で
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
こ
と
 

が
分
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
三
六
〇
度
さ
 

ま
ざ
ま
な
方
向
か
ら
連
続
的
に
物
体
を
 

計
測
す
る
の
で
、
塀
の
隙
間
な
ど
計
測
 

者
が
入
り
込
め
な
い
状
況
で
も
な
い
限
 

り
、
死
角
の
無
い
計
測
結
果
を
得
る
こ
 

と
が
で
き
る
点
に
あ
る
。
例
え
ば
、
エ
 

ノ
キ
は
板
根
が
発
達
し
、
複
雑
な
樹
幹
 

形
状
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
巻
 

き
尺
で
正
確
な
太
さ
を
図
る
こ
と
は
現
 

実
的
に
難
し
い
が
、
そ
の
断
面
形
状
も
 

精
緻
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
写
 

真
3
）。 

hII 

・、じ 

'";''’ 、 “ 

な
お
、
精
度
に
つ
い
て
一
部
の
樹
木
 

で
実
測
値
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
お
お
 

む
ね
正
確
で
あ
っ
た
も
の
の
、
樹
高
で
 

最
大
二
・
七
m

、
胸
高
直
径
で
最
大
 

九
・
九
m

の
差
異
が
見
ら
れ
た
（
図
 

1
）
。
こ
の
理
由
は
、
特
に
広
葉
樹
で
 

写真3 ェノキ大径木の計潮 
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樹高：現地計測（m) 

は
複
雑
な
樹
形
に
影
響
さ
れ
、
そ
も
そ
 

も
実
測
値
に
誤
差
が
多
分
に
含
ま
れ
や
 

す
い
た
め
と
考
え
て
い
る
。
現
実
に
、
 

樹
木
の
計
測
は
精
度
と
効
率
の
面
か
ら
 

ア
バ
ウ
ト
な
側
面
も
あ
り
、
林
業
で
は
 

直
径
の
二
m

括
約
と
い
っ
た
慣
行
も
一
 

般
的
で
あ
る
。
本
技
術
が
生
ま
れ
た
こ
 

と
に
よ
り
、
必
要
な
計
測
精
度
の
コ
ン
 

セ
ン
サ
ス
や
、
樹
木
計
測
の
手
法
自
体
 

に
つ
い
て
も
、
改
め
て
見
直
す
必
要
が
 図1 精度についての実測値との比較 

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
 

四
．
活
用
の
可
能
性
 

本
試
行
の
目
的
は
計
測
の
効
率
化
で
 

あ
っ
た
が
、
取
得
し
た
デ
ー
タ
を
眺
め
 

て
い
る
と
、
よ
り
活
用
の
広
が
り
が
大
 

き
い
と
い
う
考
え
に
至
っ
た
。
そ
れ
は
 

点
群
デ
ー
タ
と
し
て
記
録
す
る
こ
と
で
、
 

あ
ら
ゆ
る
大
き
さ
や
形
状
を
机
上
に
再
 

現
で
き
る
点
に
あ
る
。
従
来
、
樹
木
の
 

大
き
さ
の
デ
ー
タ
は
、
野
帳
に
記
載
さ
 

れ
た
数
字
と
数
枚
の
写
真
が
限
度
で
あ
 

っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
生
育
す
る
樹
木
 

を
、
P
c
内
の
バ
ー
チ
ャ
ル
な
空
間
で
、
 

三
次
元
で
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
か
ら
い
つ
 

で
も
観
察
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
 

例
え
ば
、
国
立
公
園
の
自
然
歩
道
を
、
 

A
R

（
拡
張
現
実
）
で
歩
く
こ
と
も
で
 

き
る
よ
う
に
な
る
。
今
後
、
点
群
デ
ー
 

タ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
お
け
る
新
 

た
な
基
盤
情
報
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
 

調
査
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
 

方
法
を
提
案
し
て
い
き
た
い
。
 

横
田
 
潤
一
郎
●
よ
こ
た
 
じ
ゅ
ん
い
ち
ろ
う
 

ア
ジ
ア
航
測
株
式
会
社
西
日
本
国
土
保
全
コ
 

ン
サ
ル
タ
ン
ト
技
術
部
環
境
課
技
師
。
微
地
 

形
と
自
然
の
関
係
に
関
心
が
あ
り
、
レ
ー
ザ
 

測
量
成
果
を
活
用
す
る
業
務
に
従
事
。
近
年
 

は
、
森
林
資
源
解
析
に
も
取
り
組
む
。
全
国
 

の
「
草
原
め
ぐ
り
」
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
。
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